使用上の注意

・ペットを飼っている場合
[bookmark: _GoBack]飼われている猫や犬にも聞こえるため、本機をよけて行動するようになります。しかし、本機はセンサーが反応した時に一定の範囲に効果のあるものなので、設置角度や方向を変えるなどの対策を行い、効果の必要な範囲に対して設置してください。

・効果的な設置方法について
猫の侵入口や通路ではなく、必ず被害で困っている場所（糞尿や昼寝など）　　　　　　　　　に向けて設置してください。 本機は、センサーが感知して作動するように         なっています。そのため、出入り口等の通り道に向けていても、猫がその場を通過してしまえば効果を発揮できません。必ず被害が多くて困っているところに向けて設置してください。また、超音波は距離が離れるほど弱く（小さく）なるので、設置の際は被害場所に近づけて置くとより効果的です。

・人への害について
超音波がよく聞こえる方や不快に感じられる方はおられますので、そのような方は耳の近くに近づけないようにしてください。また、意図的に人の通る敷地外へ向けて設置しないでください。

・設置しても効果がない場合
設置してすぐに効果があらわれるものではありませんが、設置方法に問題がないかご確認ください。
　※本機の近くに糞尿をする場合は、猫が本機に対して縄張りを主張しています。これは、気の強い猫や長期間縄張りを主張してきた猫によく見られる現象です。次第に諦めていなくなりますので、設置場所を変えずにそのまま様子をみてください。また、電池が消耗していると、一見正常に動作しているように見えますが、超音波の出力時間が短くなり猫が不快に感じなくなっています。電池残量の確認は、実際にセンサーを作動させるのではなく、動作確認スイッチやＬＥＤの点灯状態で確認してください。


